
答  

プ
ー
ル
施
設
の
利
活
用
等
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
な
活
用
方
法
が
い
い
の
か
な
ど
、

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

令
和
６
年
度
行
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
回
）

⃝

古
代
蓮
の
里
設
備
復
旧
事
業

問  

本
公
園
に
お
い
て
、
電
線
ケ
ー
ブ
ル

の
盗
難
事
件
が
発
生
し
、
一
部
設
備
が
使

用
で
き
な
い
た
め
、
幹
線
設
備
の
復
旧
工

事
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
な
盗

難
防
止
対
策
は
。

答  

古
代
蓮
の
里
を
は
じ
め
、
総
合
公
園
、

水
城
公
園
、
見
沼
元
圦
公
園
、
富
士
見
公

園
な
ど
の
電
源
設
備
の
あ
る
公
園
に
お
い

て
、
地
下
の
電
線
を
守
る
た
め
に
、
蓋
に

ロ
ッ
ク
錠
（
計
２
０
０
個
）
を
取
り
付
け
、

警
戒
を
強
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

市政に対する 一般質問

市の水道事業、今後の見込みと
                           県水値上げの影響は村 田 秀 夫（日本共産党）

問  

市
の
水
道
事
業
の
現
状
、
収

支
状
況
や
施
設
等
の
更
新
状
況
は
。

答  

令
和
５
年
度
決
算
で
約
２
億

１
千
万
円
と
概
ね
順
調
な
純
利
益

で
あ
る
。老
朽
化
に
伴
う
更
新
事

業
は
増
加
し
て
お
り
、
令
和
３
年

度
か
ら
４
年
間
で
11
億
５
千
万
円

を
実
施
し
て
い
る
。

問  

料
金
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
の
見
込
み
や
県

営
水
道
値
上
げ
の
影
響
は
。

答  

料
金
収
入
は
減
少
傾
向
に
あ

る
一
方
で
、
物
価
高
騰
な
ど
で
施

設
の
更
新
費
用
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。県
水
の
値
上
げ
で
受
水
費

は
約
６
千
万
円
の
支
出
増
が
見
込

ま
れ
る
。

問  

市
長
に
伺
う
。市
民
生
活
を

考
え
る
な
ら
、
有
収
率
の
改
善
や

国
、
県
に
対
し
て
地
下
水
の
汲
み

上
げ
制
限
の
緩
和
や
政
策
的
財
政

投
入
を
要
望
す
る
等
、
値
上
げ
回

避
の
努
力
を
行
う
べ
き
で
は
。

答  

公
営
企
業
の
立
場
と
し
て
で

き
る
限
り
の
こ
と
を
尽
く
し
て
い

く
。さ
ら
に
は
、県
水
受
水
率
で
何

か
協
議
で
き
る
か
探
っ
て
い
き
た

い
。国
に
対
し
て
も
制
度
そ
の
も

の
の
要
望
も
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こどもとすべての世代、
　　　　　　そして行田の未来のために田 中 和 美（公明党）

　子
育
て
支
援
、
地
域
交
流
の
補

完
環
境
、
多
世
代
交
流
創
出
ほ
か
、

多
目
的
公
園
は
必
要
と
考
え
る
。

問  

現
門
井
球
場
は
来
年
２
０
２

５
年
開
設
50
年
を
迎
え
、
耐
用
年

度
と
な
る
。
２
０
２
７
〜
２
０
３

３
年
度
ま
で
が
除
却
そ
し
て
活
用

実
施
期
間
と
予
定
し
て
い
る
が
、

防
球
ネ
ッ
ト
や
ポ
ー
ル
等
の
地
震

に
対
す
る
不
安
も
あ
る
。
早
期
に

今
後
の
方
向
性
を
示
す
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答  

前
倒
し
は
考
え
て
い
な
い
が
、

保
全
管
理
に
努
め
て
い
く
。

問  

今
後
の
活
用
に
参
考
に
な
れ

ば
と
紹
介
す
る
。
南
池
袋
公
園
は

「
ま
ち
の
リ
ビ
ン
グ
」
と
も
呼
ば

れ
、
緑
の
芝
生
が
広
が
り
デ
ッ
キ

や
石
段
も
広
く
老
若
男
女
多
世
代

が
く
つ
ろ
げ
、
防
災
複
合
施
設
も

併
設
さ
れ
て
い
る
。
現
門
井
球
場

も
指
定
避
難
所
と
し
て
の
機
能
や

適
正
な
駐
車
場
確
保
し
、
地
の
利

も
含
め
地
域
そ
し
て
広
く
市
民
や

市
外
の
方
も
集
い
愛
さ
れ
る
多
目

的
公
園
と
な
り
得
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答  

市
に
と
っ
て
も
地
元
に
と
っ

て
も
有
意
義
な
も
の
に
し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア

荒川の水害対策について

問  

令
和
元
年
の
台
風
19
号
に
よ

る
洪
水
は
、
各
地
で
被
害
が
発
生

し
た
。ま
た
荒
川
の
増
水
に
よ
り
、

本
市
で
も
内
水
氾
濫
が
発
生
し
、

床
上
床
下
浸
水
な
ど
被
害
が
発
生

し
た
。

　こ
の
時
、
本
市
近
く
の
荒
川
堤

防
の
水
位
が
か
な
り
上
が
り
非
常

に
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
が
、
荒

川
堤
防
の
強
化
は
行
わ
な
い
の
か
。

答  

荒
川
上
流
河
川
事
務
所
に
お

い
て
、
堤
防
の
改
修
は
順
次
整
備

し
て
お
り
、
令
和
６
年
本
市
に
近

い
熊
谷
市
久
下
地
区
に
お
い
て
、

堤
防
下
段
の
盛
り
土
工
事
を
実
施

し
た
。

問  

本
市
に
影
響
す
る
堤
防
は
大

丈
夫
か
。

答  

堤
防
の
工
事
は
実
施
さ
れ
て

い
な
い
が
、
今
後
実
施
す
る
予
定

と
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
改

修
（
学
校
屋
外
・
体
育
館
ト
イ

レ
）

○
公
共
施
設
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
に

防
災
椅
子
の
設
置

○
忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊

○
水
城
公
園
東
側
園
地
の
ト
イ
レ

○
ふ
る
さ
と
納
税

梁 瀬 里 司（令和研究会）
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（請願）

議案
番号

会派名及び議員名

議案名

公明党蒼倫維新令和研究会 日本
共産党

小
林
　淳
一

議
決
結
果

駒
見
　行
彦

村
田
　清
治

小
林
　
　修

橋
本
　祐
一

福
島
と
も
お

町
田
　
　光

野
本 

翔
平

梁
瀬
里
司

香
川
　宏
行

大
屋
　
　彰

木
村
　
　博

田
中
　和
美

村
田
　秀
夫

斉
藤
博
美

岩
﨑
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養
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雄

小
野
寺
貴
男

新
　
　諒
平

吉
田
　豊
彦

（賛成：○　反対：×）

「現行の健康保険証とマイナ
保険証」の併用ができるよう
国に対して意見書提出を求め
る請願

（議請）
第2号

（議請）
第1号

新ごみ処理施設整備に関する市
民説明会の開催を求める請願
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議案
番号

会派名及び議員名

議案名

公明党蒼倫維新令和研究会 日本
共産党

小
林
　淳
一

議
決
結
果

駒
見
　行
彦

村
田
　清
治

小
林
　
　修

橋
本
　祐
一

福
島
と
も
お

町
田
　
　光

野
本 

翔
平

梁
瀬
里
司

香
川
　宏
行

大
屋
　
　彰

木
村
　
　博

田
中
　和
美

村
田
　秀
夫

斉
藤
博
美

岩
﨑
　
　彰

養
田
　英
雄

小
野
寺
貴
男

新
　
　諒
平

吉
田
　豊
彦

（賛成：○　反対：×）

「現行の健康保険証とマイナ
保険証」の併用ができるよう
国に対して意見書提出を求め
る請願

（議請）
第2号

（議請）
第1号

新ごみ処理施設整備に関する市
民説明会の開催を求める請願

提出議案とその結果 【お詫びと訂正】【お詫びと訂正】

請願の採決について（お詫びと訂正）
令和６年９月定例会における上記請願の議決結果につきまして、当初公開していたホームページ及び
議会だよりの掲載に誤りがございました。ここにお詫びして訂正いたします。

正

誤

令
和
６
年
度
行
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
回
）

⃝

過
誤
納
金
還
付
金

問  

過
誤
納
金
還
付
金
の
補
正
が
必
要
と

な
っ
た
理
由
に
つ
い
て
。

答  

法
人
１
社
の
法
人
市
民
税
に
つ
い
て
、

予
定
納
税
後
の
確
定
申
告
を
行
っ
た
際
に
、

売
上
げ
の
減
少
と
経
費
の
増
加
が
あ
っ
た

た
め
、
結
果
と
し
て
超
過
納
税
が
発
生
し

た
も
の
で
あ
る
。
例
年
、
平
均
値
な
ど
を

参
考
に
予
算
要
求
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、

今
回
、
還
付
金
の
予
算
不
足
と
な
る
た
め
、

補
正
対
応
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

⃝

水
泳
授
業
委
託
事
業（
債
務
負
担
行
為
）

問  

老
朽
化
し
て
い
る
小
学
校
の
プ
ー
ル

に
つ
い
て
、
今
後
の
活
用
方
法
な
ど
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

常
任
委
員
会
の
動
き

○
審
査
概
要
・
活
動

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
環
境
常
任
委
員
会

建
設
環
境
常
任
委
員
会


